
 

 課外プロジェクト実施報告書 

 

（課外プロジェクト名） 

不登校児童生徒の居場所づくり「きの子」 

  

１．組織 

 代表者  

メンバー    

        

      

２．プロジェクトの概要 

２０１８年４月から加東市内の自然公園『やしろの森公園』を拠点に活動している不登

校の子ども支援である。活動を子どもに合わせて開始するために活動開始時間を緩く設定

したり、途中からでも参加し易い雰囲気を作るなどの配慮をしている。活動ペースは毎月

の第２土曜日もしくは日曜日で、餅つきや花見、サツマイモ植えや田植え、木材を使った

クラフトなどの自然に触れる体験を、公園の職員さんに補助していただきながら活動して

いる。 

 

３．プロジェクトの計画及び活動詳細 

活動日は土曜日もしくは日曜日に設定している。主な理由は、参加する子どもが「やしろ

の森公園」まで来るために親御さんの送迎が必要であり平日は親御さんの仕事等の理由から

送迎できない場合が多いということ、土曜日と日曜日のどちらかがスタッフである学生が参

加しやすいという２つだ。さらに、3 年程前から参加する子どもが通信制の学校に通うように

なったり、平日に学校に行ける日が増えたりなども理由に挙げられる。 

活動内容は、上記のプロジェクトの概要にもあるように年中行事や季節に応じた自然体験

が主である。山の中にあるため天候が変わりやすく、雨天などの理由で活動内容を変更する

時は、屋内で出来る木材を使ったクラフトや交流を深めるためにボードゲームなどに変更し

ているが、午後から天気が回復し予定通りに活動できる日もあり、子どもたちは山ならでは



の天候に文句を言いながらも予定したスケジュールに合わせてくれている。 

前年度からと同様に活動内容を前もって決めることでやしろの森公園の職員さんの力を借

りながら、より自然を感じることができる内容にしたり活動を通して周りに合わせるという

ことができるように、作業の時間や量を決めている。しかし現在は参加する子どもの人数が

２〜５・６人程度であり、スタッフが２人以上参加できているため、子ども全員を見ること

ができておりフィードバックでも学生から深い話を聞くことができた。 

 

４．得られた成果 

４−1 参加したスタッフ（学生） 

・子どもが触ったことのない工具やしたことがない作業に対し最初は尻込みしていたが、学

生ややしろの森公園の職員さんが率先してやっているのを見て、自主的に一歩を踏み出す

という発見があった。 

・季節ごとの活動を通して自分自身の料理であったり、工具の扱いなどのスキルが身につい

た。 

・「〇〇やってみたら？」などの声をかけ子どもの活動を促すことも大切だが、きの子は参加

している子どもが「やりたい」という気持ちに自主的になれる場所であると感じた。 

・子ども１人１人によって心地良い距離が違うので、その距離を見つけて一緒に活動してい

く中で子どもの笑顔や声が聞けた時に自己の成長を感じる。 

 

 

４−2 参加した子ども（参加者）・保護者 



・自分でもこんなことができるんだなという自分の良いところを見つけることができた。 

・自分の子供がきの子に来て、楽しそうに活動しているところを見たり子供の話を聞いたり

することができて本当に嬉しい。 

・ここは安心できるという場所があることで心に余裕ができ、気持ちが少し楽になった。 

・どうしても心配してしまうが子供は意外にも成長していて、親である自分のめが届かない

ところでたくさんのことを学んでいるのだなと感じる。 

・きの子に来ることで学校には行けなくても外に出ようと思えるきっかけになった。 

 

 

５．費用の内訳 

                                                           （円） 

消耗品費 旅費 印刷製本費 その他 合計 

53000   37000 90000 

 




